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4 これらはすべて邦訳がある。つい最近まで実存主義的シェリング研究は邦訳がなかったが最近相次いで
邦訳された。したがって、現在では日本語で基本的翻訳は読めるようになった。長島編「日本語で読める
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Grund im Bewußtsein. Untersuchungen zu Hölderlins Denken (1794/95). Stuttgart: Klett-Cotta, 1992.そして、ヘ
ルダーリンについては、Jamme, Christoph&Völkel, Frank, Hölderlin und der deutsche Idealismus, 4Bde.が
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ては次の３つを挙げておく。Beierwaltes, Werner, Platonismus und Idealismus, F.a.M: Vittorio Klostermann, 
1972.; ders., Identität und Differenz, F.a.M: Vittorio Klostermann, 2002(1. Auflage, 1980); ders.(Hrsg. und 
Einleitung), F.W.J.Schelling, Texte zur Kunstphilosophie, Ditzingen: Reclam, 1986. 後期を視野に入れてはい
るけれどもバイアーヴァルテスの研究は同一性哲学の時期に集中している。 
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15 F.W.J.Schelling, ,,Timaeus"(1794), Hrsg. von Hartmut Buchner mit einem Beitrag von Hermann Krings: 
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① Die Weltalter(1813), in: Sämmtliche Werke, Bd.VIII, S.197-344. 
これは Druck IIIと呼ばれるものであり、草稿では 3番目のものである。これが次の２つ
にたいして最後の修正稿である。1861年に刊行された。 
② Die Weltalter Druck I(1811), in: Schellings Werke, Nachlaßband.hrsg. von Schröter, 
Manfred, München: C.H.Beck,1946,S.3-107. 
③ Die Weltalter Druck II(1813), in: Schellings Werke, Nachlaßband.hrsg. von Schröter, 
Manfred,S.111-184. 
この３つの印刷稿（Druck）がWeltalterの基本テキストということができるだろう。Druck 









おそらく 1814 年（あるいは 1815 年）に由来し、Weltalter のこの部分のさまざまな加工
のもとでもっとも完全なものである。この草稿がシェリングの論文の中に現存したのであ
る」（SW VIII, V）。 
 
シュレーターによる②、③の刊行の前に、実はもう１つ刊行されている。 

















⑤ Siegbert Peez(Hrsg. und eingeleitet)、F.W.J.Schelling, System der Weltalter, F.a.M.: Vittorio 





ある。そのため更にグリム辞典(Deutsches Wörterbuch von Jacob und Wilhelm Grimm, Bd.28, S.1526- 
1528)では、①Zeitalter という意味と②｢特定の世界史的時代段階に指標｣に分けられるという。彼らの説







 これは、当時は新進のペーツが編集して序論を書いている。いわゆる聴講者の Ernst von 
Lasaulxの｢講義筆記録｣である。1827・28年冬学期のミュンヘン講義である。シェリングで｢講
義筆記録｣は珍しいと思われる。これは講義筆記録では最初のものだろう。この講義自身は、
Das System der Weltalter｣という題目を持って告知されたものであり、実際に 11月 26日に始
められ、この講義はWeltalterについては初めての講義であった。ペーツによれば、この講義


















 第 4部（第 24講義から第 30講義まで）は、積極哲学の第 1部で、創造神の理論でその高点
を獲得することを指摘する。 
第 5部と最後の部分（第 31講義から第 44講義まで）では、この構想に含まれた、さまざま
な体系的含意である。 
ペーツは以上のようにこの講義の解説を行っている。 
⑥ F.W.J.Schelling, Weltalter-Fragmente(Schellingiana 13.1,2), hrsg. von Klaus Grotsch Mit 











Schellingforschungsstelle zu Berlinであるが、それと並行して Brehmenのザントキューラー
を中心として整理が進められていたことは知られていた。そのブレーメンのグループが刊行し
始めているのがこれである。その「ベルリン遺稿」の中の｢諸構想と日記｣であり、18 巻が予




る。すでに刊行されている第 1巻、第 2巻は編者がHans J. Sandkühler とMartin Schraven
及び Lothar Knatzであったが、第 14巻はシュラーベンだけが編者として名前を挙げられてい
る。今後、シュラーベンが中心となってこの刊行は続けられるようである。 










                                                                 
19 なお、「人間的自由の本質」のブーフハイムの編集したテキストにおけるブーフハイムの解説もまた、
この解説と同様に我々が、この時期のテキストを読む上での見取り図となるので重要なものと思われる。 
20 第 12巻は 1946年の日記、第 14巻は 1948年のものであり、これは 1948年の革命期のものである。な







⑧ The Abyss of Freedom/Ages of the World, An essay by Slavoi Zizek and the complete text of 
Schelling's Die Weltalter(second draft, 1813) in English translation by Judith Norman, the 
Michigan University Press, 1997. 
⑨ F.W.J. Schelling, The Ages of the World, translated, with an introduction by Jason M. Wirth, 
State University of New York, 2000 








ると思われる。ここでは、特に Druck II を取り上げた⑦からその選択の意味について、ジジ
ェクの述べていることを紹介しておきたい。すでに、指摘されるように、Weltalter は、３つ





























⑩ F.W. Schelling, Les Âges du monde suivis de Les Divinité de samothrace, traduction de S. 
Jankélévitch, Paris: Editions Montaigne, 1949.  
⑪ Schelling, Les Âges du Monde, versions Premières 1811 et 1813. Traduction de Bruno 
Vancamp. Préface de Marc Richier, Editions OUSIA, 1988. 
⑫ Schelling, Les Âges du Monde. Fragments dans ]es premières de 1811 et 1813 editées par 





4部構成であり、第 1部、第 2部がシュレーター版遺稿巻の第 1印刷稿、第 2印刷稿のフラン





⑬ Pau, Thomas(translated), Idealism and the Endgame of Theory: Three Essays by F. W. J. 
Schelling , New York:Suny press, 1994.  
                                                                 




























③ Wieland, Wolfgang, Schellings Lehre von der Zeit. Grundlage und Vorausset- zungen der 




                                                                 
23  Horn, Friedmann, Schelling & Swedenborg: Mysticism and German Idealism (Swedenborg Studies) , 




























                                                                 
24 Lanfranconi, Aldo, Krisis. Eine Lektüre der ,,Weltalter“-Texte F.W.J.Schellings,Stuttgart-Bad Cannstatt: 
frommann-holzboog, 1992 
25  Hogrebe, Wolfram, Prädikation und Genese. Metaphysik als Fundamentalheuristik im Ausgang von 



































                                                                 
26 Gabriel[2005],S.293. 





























                                                                 
29 Frank, Manfred, Selbstbewußtsein und Selbsterkenntnis.Essays zur analytischen Philosophie der Subjektivität, 
Stuttgart: Philipp Reclam jun., 1991. 
30 Gabriel,Markus,Skeptizismus und Idealismus in der Antike,Berlin: Suhrkamp, 2009.; ders., Antike und 
moderne Skepsis zur Einführung, 2008.  
31 Gabriel, Markus, Die Erkenntnis der Welt: Eine Einführung in die Erkenntnistheorie, Freiburg: Verlag Karl 
Alber, 2012.; ders., An den Grenzen der Erkenntnistheorie: Die notwendige Endlichkeit des objektiven Wissens als 































                                                                 
32  Gabriel, Markus, Der Mensch im Mythos. Untersuchungen über Ontologie, Anthropologie und 













































Warum es nicht die Welt gibt?, Berlin: Ulstein, 2013. 
Der neue Realismus, Berlin: Suhrkamp, 2014. 
前者は、ガブリエルの近著であり、これは眼を通すことができる。後者はガブリエルの編著
であるが、「新実在論」という題目は、まさにフランクらも執筆している。また最近同じ題目
の議論が生じていることもあり、新たな潮流の形成を予感させる。2014 年秋の刊行が予告さ
れているところであり、従って筆者もまだ眼を通すことができていないが、ガブリエルを含め
多数の論者が非常に面白い議論を展開してくれるのではないかと期待している。今後の活動が
楽しみな哲学者であることは間違いないであろう。 
 
 
 
 
